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Egypt’s “War on Terror” 
 
エジプトにおけるテロ活動 
エジプト暫定政府は、2013 年 10 月 9 日、NGO 団体としてのムスリム同胞団に対し解散命
令を出した。さらに、12 月 25 日にはムスリム同胞団をテロ組織に指定した。モルシー政権の
排除以降に発生したテロ活動にムスリム同胞団のメンバーが関与しているとし、同胞団への弾
圧を強めたのである。 






年 8 月には空からの攻撃を含む徹底した掃討作戦を実施し、国境地帯の秩序回復を図った。 
しかしながら、2013 年 7 月の政変以降、イスラーム過激派勢力によるテロ活動はシナイ半
島以外の地域でも発生するようになった。これまでに、首都カイロでの内務大臣暗殺未遂（9
月 5 日）、スエズ運河西岸の都市イスマイリーヤでの軍施設爆破（10 月 19 日）、カイロでの幹
部警察官暗殺（11 月 17 日）、エジプト北部の都市マンスーラでの警察本部爆破（12 月 24 日）
に関して、シナイ半島を拠点とするイスラーム過激派勢力アンサール・ベイト・アル・マクデ




定されている（Reuters.com 2013 年 9 月 9 日付け）。また、なかにはアルカイダと繋がりのあ
る組織も存在する。国連は 2013 年 10 月、その 1 つとされるムハンマド・ジャマル・ネットワ
ーク（Muhammad Jamal Network）とそのリーダーを制裁リストに加えた。 
 
暫定政府の対応 
暫定政府と軍は、2013 年 7 月の発足直後からテロとの戦いを重視している。その一環とし
て、暫定政府はムスリム同胞団とイスラーム過激派勢力を結びつけ、ムスリム同胞団への弾圧
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エジプトの民主化過程は、2013 年 7 月の
政変によって白紙に戻った。8 月 14 日に
は治安部隊によるモルシー政権支持者の
弾圧によって 600 名を超える犠牲者が出
た。民主化への道を開いた 1 月 25 日革命
の理念はどうなってしまったのだろうか。 
本書は、ムバーラク政権の崩壊からモル
シー政権の排除までの 2 年半について、そ
の間の主役であった軍、青年勢力、ムスリ
ム同胞団の 3 者がどう行動したのかを克
明に叙述している。各主体の思惑が交錯
し、複雑な政治駆け引きが繰り広げられた
体制移行期の出来事が余すことなく描き
出されており、この間のエジプト政治動向
を読み解くのに欠かせない本となってい
る。また、再度の移行過程における各主体
の行動を理解し、今後のエジプト政治の行
方を展望するにあたっても、本書で描写さ
れている「第一移行期」の経過を詳しく知
ることは不可欠である。 
本書は2013年 8月までの動向を記録し
たものであるが、今後のエジプト政治を理
解するための基礎文献でもある。 
（土屋） 
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